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百
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
、
こ
の
不
況
の
中
、

御
活
躍
の
聖
栄
会
会
員
の
皆
様
、
如
何
、
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
、
御
案
じ
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
二
十
九
年
に
オ
リ
ム
ピ
ア
学
園
聖
徳
栄

養
専
門
学
校
が
設
立
さ
れ
九
年
間
、
そ
し
て
、

昭
和
三
十
八
年
に
オ
リ
ム
ピ
ア
学
園
聖
徳
栄
養

ご
あ
い
さ
つ

平
成
二
十
一
年
三
月
十
五
日
、
晴
天
の
穏
や
か
な
日
、

東
京
聖
栄
大
学
と
し
て
初
め
て
の
卒
業
式
が
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
挙
行
さ
れ
、

第
一
期
生
一
二
一
名
が
巣
立
ち
ま
し
た
。

聖
栄
会
会
長

荻
野
　
薫
子

短
期
大
学
が
開
設
さ
れ
、
四
十
二
年
間
の
卒
業

生
が
聖
栄
会
会
員
と
な
ら
れ
、
平
成
十
七
年
に

は
、
オ
リ
ム
ピ
ア
学
園
東
京
聖
栄
大
学
が
開
学

さ
れ
、
昨
年
は
完
成
年
度
を
迎
え
、
念
願
叶
っ

た
喜
ば
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
、
三
月

十
五
日
に
は
、
学
校
法
人
東
京
聖
栄
大
学
第
一

期
生
、
一
二
一
名
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
皆
様

を
聖
栄
会
会
員
と
し
て
、
お
迎
え
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
御
卒
業
を
心
よ
り
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
喜
び
を
、
前
学
長
渡
邉
富
久

子
先
生
に
御
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
今
、「
食
」
の
問
題
「
環
境
」
問
題
「
貧
困
」

問
題
と
山
積
し
て
い
ま
す
。「
食
」
に
係
っ
て
い

る
私
達
は
、j

健
康
で
豊
か
な
食
生
活k

を
モ
ッ

ト
ー
と
し
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
現
在
の
日
本
は
、
先
進
国
の
中
で
、

最
低
の
食
糧
自
給
率
四
〇
％
と
の
こ
と
で
す
。

六
十
年
代
は
八
〇
％
あ
っ
た
と
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
の
現
状
は
、
手
つ
か
ず
の
食
品

や
食
べ
残
し
が
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
家
の
廻
り
で
も
見
か
け
る
の
で
す
が
、
カ

ラ
ス
が
袋
を
つ
つ
き
御
飯
や
お
か
ず
が
散
ら
ば

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら

れ
る
の
が
約
一
九
〇
〇
万
ト
ン
と
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
世
界
の
食
料
援
助
量
約
七
三
〇
万
ト

ン
の
三
倍
に
相
当
し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
私
の
住
む
、
松
戸
市
で
は
、
モ
ッ
タ
イ
ナ

イ
運
動
が
始
ま
り
、
二
月
十
五
日
は
、
松
戸
市

も
っ
た
い
な
い
の
日
と
定
め
ら
れ
、
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
申
し
込
み
、
参
加
し
て
参
り
ま
し

た
。
こ
れ
が
各
地
に
広
が
る
こ
と
を
願
い
ま
し

た
。

ピ
カ
ピ
カ
の
第
一
期
卒
業
生
の
皆
様
、
四
年

間
で
培
っ
た
知
識
、
技
能
、
諸
々
を
生
か
す
為
、

一
五
〇
〇
〇
人
近
い
、
豊
富
な
知
識
・
経
験
を

持
っ
た
聖
栄
会
会
員
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
生

活
改
善
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
聖
栄
会
総
会
は
六
月
七
日
（
日
）
に

学
内
の
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
行
い
ま
す
。
役
員

改
選
と
聖
栄
会
会
費
に
つ
い
て
、
討
議
致
し
ま

す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
御
出
席

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
二
十
回
食
文
化
研
究
会
は
、
二
十
回
記
念

と
致
し
ま
し
て
、
日
帰
り
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
十

月
五
日
（
日
）
に
参
加
者
三
十
二
名
で
行
っ
て

参
り
ま
し
た
。
佐
倉
の
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
・
カ
ス

テ
ッ
ロ
で
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
ア
イ
デ
ア
い

っ
ぱ
い
の
イ
タ
リ
ア
料
理
を
堪
能
し
、
酒
造
工

場
見
学
、
シ
イ
タ
ケ
狩
、
と
て
も
お
い
し
い
椎

茸
で
し
た
。
川
村
記
念
美
術
館
で
名
画
鑑
賞
を

し
夕
刻
新
小
岩
に
無
事
到
着
終
了
致
し
ま
し
た
。

第
二
十
一
回
食
文
化
研
究
会
は
、
十
月
四
日

（
日
）、
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
東
京j

花
山
椒k

ミ
シ

ュ
ラ
ン
、
和
食
。
聖
徳
調
理
師
専
門
学
校
卒
業

生
の
味
を
東
新
橋
汐
留
で
頂
き
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
、
聖
栄
葛
飾
祭
は
、
十
一
月
七
日

（
土
）
〜
八
日
（
日
）
で
す
。
聖
栄
会
協
賛
、
恒

例
のj

餅
つ
き
大
会k

と
お
抹
茶
の
席
を
設
け

て
、
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

聖
栄
会
と
学
校
法
人
　
東
京
聖
栄
大
学
の
発

展
を
願
い
、
皆
様
の
御
活
躍
と
御
健
康
と
御
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

調
理
加
工
、
店
舗
経
営
等
を
学
ぶ
フ
ー
ド

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
と
し
、
二
年
次
か
ら
コ

ー
ス
選
択
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

学
生
の
能
力
や
将
来
の
進
路
な
ど
で
学
生

自
身
が
コ
ー
ス
を
選
択
す
る
の
で
学
習
意

欲
も
高
ま
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

管
理
栄
養
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ

い
て
も
手
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

学
科
に
は
卒
業
論
文
を
課
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
が
管
理
栄
養

士
国
家
試
験
の
受
験
資
格
で
す
。
そ
の
為
、

卒
業
資
格
を
得
る
為
に
は
管
理
栄
養
士
実

力
養
成
の
た
め
に
開
講
す
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

や
総
合
演
習
（
国
試
対
策
科
目
）
の
単
位

を
取
得
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
で
今
以
上
に
勉

学
に
励
む
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
両
学
科
と
も
学
力
不
足
の
学
生
に
対

し
て
は
「
学
士
力
」
向
上
の
た
め
の
施
策

と
し
て
、
個
別
に
指
導
を
す
る
ほ
か
、
学

科
の
選
択
を
誤
っ
た
学
生
に
は
転
科
の
指

導
や
、
成
績
不
良
の
学
生
に
は
留
年
制
度

等
も
必
要
と
考
え
、
現
在
検
討
し
て
お
り

ま
す
。

教
員
人
事
で
す
が
、
今
期
で
学
長
の
任

期
が
切
れ
る
の
に
伴
い
、
昨
年
十
一
月
に

学
長
選
考
が
行
わ
れ
た
結
果
、
再
任
さ
れ

た
の
で
引
き
続
き
学
長
と
し
て
留
任
し
ま

す
。
ま
た
、
新
学
部
長
に
は
松
本
信
二
教

聖
栄
会
の
皆
様
に
は
日
々
ご
活
躍
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
東
京
聖
栄

大
学
で
は
第
一
回
の
卒
業
式
を
、
去
る
三

月
十
五
日
に
行
い
、
管
理
栄
養
学
科
八
十

二
名
、
食
品
学
科
三
十
九
名
が
卒
業
し
ま

し
た
。
大
学
は
こ
の
三
月
で
完
成
年
度
が

終
わ
り
、
本
学
独
自
の
運
営
が
可
能
に
な

る
た
め
昨
年
か
ら
両
学
科
共
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
改
正
に
着
手
し
、
こ
の
四
月
か
ら

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

ま
ず
食
品
学
科
に
は
コ
ー
ス
選
択
制
を

導
入
し
ま
す
。
旧
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
最

初
考
え
て
い
た
栄
養
士
の
資
格
取
得
を
途

中
で
断
念
し
た
た
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

不
備
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
本
年
四
月
か

ら
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
し
ま
す
。
そ

れ
に
伴
っ
て
、
食
品
の
科
学
、
安
全
、
製

造
な
ど
の
科
目
を
主
に
履
修
す
る
フ
ー
ド

サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
と
食
品
の
流
通
販
売
、

ご
挨
拶

授
（
食
品
加
工
学
）
が
選
出
さ
れ
、
両
学

科
長
に
は
阿
左
美
章
治
教
授
と
筒
井
知
己

教
授
が
留
任
し
ま
す
。

次
に
眞
木
俊
夫
准
教
授（
食
品
衛
生
学
）、

丸
井
正
樹
准
教
授
（
生
物
工
学
）、
前
田
宜

昭
准
教
授
（
生
化
学
）、
岡
田
弘
准
教
授

（
心
理
学
）
は
教
授
に
昇
格
し
ま
す
。
准
教

授
に
は
伊
澤
正
利
専
任
講
師
（
給
食
管
理

論
）、
長
須
正
明
専
任
講
師
（
社
会
科
学
）、

橋
場
浩
子
専
任
講
師
（
調
理
学
）
の
先
生

方
が
な
り
ま
す
。
助
教
に
は
大
塚
静
子
助

手
が
昇
格
し
ま
す
。
新
任
は
石
田
東
生
特

任
教
授
（
公
衆
衛
生
学
）、
高
橋
祥
子
准
教

授
（
臨
床
栄
養
学
）、
岡
村
直
也
専
任
講
師

（
情
報
処
理
）、
新
村
眞
由
美
専
任
講
師

（
応
用
栄
養
学
）
お
よ
び
吉
田
光
一
専
任
講

師
（
調
理
実
習
）
で
す
。
な
お
、
現
学
部

長
の
舛
重
正
一
教
授
（
生
化
学
）、
東
晨
児

教
授
（
情
報
処
理
）、
酒
田
英
夫
教
授
（
解

剖
生
理
学
）、
飯
樋
洋
二
准
教
授
（
食
品
衛

生
・
公
衆
衛
生
学
）、
小
野
惠
津
子
専
任
講

師
（
応
用
栄
養
学
）
お
よ
び
富
吉
靖
子
専

任
講
師
（
調
理
学
）
の
諸
先
生
方
は
こ
の

三
月
で
ご
退
職
に
な
り
ま
す
。

本
学
で
行
わ
れ
る
諸
行
事
に
つ
い
て
は

本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
大
学
一
期
生
も
聖
栄
会
の
会

員
と
し
て
入
会
し
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

聖
栄
会
顧
問
・

学
長

福
澤
美
喜
男

東京聖栄大学第１期生卒業式
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平
成
二
十
年
度

定
期
総
会
開
催

平
成
二
十
年
度
同
窓
会
総
会
が
、
六
月
一
日
（
日
）、
東
京
聖
栄
大

学
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

田
島
氏
（
専
七
）
の
開
会
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
田
島
氏
（
専
七
）

と
浦
野
氏
（
短
十
二
）
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

荻
野
会
長
（
専
二
）
よ
り
次
の
よ
う
な

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

「
創
立
六
十
周
年
記
念
の
行
事
が
十
九

年
の
五
月
三
十
一
日
に
行
わ
れ
ま
し
て
、

同
窓
会
で
百
万
円
と
皆
様
方
か
ら
多
額
な

ご
寄
付
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年

は
レ
リ
ー
フ
を
製
作
し
ま
し
た
け
れ
ど
、

ま
だ
見
て
い
な
い
の
で
、
今
回
は
皆
様
と

見
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
渡
辺
正
助

先
生
と
富
久
子
先
生
が
待
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
同
窓
会
の
運
営
方
法
で
す
が
、

卒
業
生
は
年
々
増
え
て
い
き
ま
す
が
、
学

生
数
が
少
な
い
の
で
、
会
費
が
少
な
く
な

っ
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
だ
と

運
営
費
が
不
足
し
て
き
ま
す
の
で
、
年
会

費
を
と
っ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
案
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
後
ほ
ど
そ
れ
に
つ
い
て
ご

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

引
き
続
き
、
報
告
、
議
事
と
進
行
さ
れ

ま
し
た
。

山
本
氏
（
短
二
十
一
）
か
ら
平
成
十
九

年
度
事
業
報
告
、
篠
原
氏
（
短
三
十
三
）

か
ら
平
成
十
九
年
度
会
計
報
告
が
あ
り
、

会
員
の
拍
手
を
以
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
二
十
年
度
事
業
計
画
案
と
予

算
案
が
提
案
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
、

総
会
は
終
了
し
、
引
き
続
き
懇
親
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
度
　
定
期
総
会
開
催
の
ご
案
内

平
成
二
十
一
年
度
の
定
期
総
会
な
ら
び
に
懇
親
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

記

◎
日
　
　
時

六
月
七
日
（
日
）

定
期
総
会
　
　
十
一
時
か
ら

懇
親
会
　
　
十
二
時
三
十
分
か
ら

◎
会
　
　
場

総
　
　
会
　
　
東
京
聖
栄
大
学
別
館
四
階
会
議
室

懇
親
会
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

以
上

◎
懇
親
会
費

一
〇
〇
〇
円
（
昼
食
、
飲
物
、
菓
子
等
）

懇
親
会
は
本
年
度
も
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
同
封
の
葉
書
で
五
月
二
十
五
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
欠
席
さ
れ

る
場
合
で
も
必
ず
委
任
状
を
ご
投
函
願
い
ま
す
）
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食
文
化
研
究
会
も
第
二
十
一
回
目
を
迎
え
ま
す
。
今
回
は
日
本

料
理
に
つ
い
て
の
勉
強
会
で
、
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
東
京
の
「
花
山
椒
」

で
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
の
花
山
椒
は
二
〇
〇
八
年
ミ
シ
ュ
ラ
ン

で
星
を
獲
得
さ
れ
た
人
気
の
高
い
話
題
の
お
店
で
す
。
高
田
賀
章

料
理
長
は
母
校
の
姉
妹
校
で
あ
る
聖
徳
調
理
師
専
門
学
校
の
卒
業

生
で
も
あ
り
ま
す
。
京
都
で
四
百
年
も
の
間
、
京
野
菜
を
作
り
続

け
て
い
る
農
家
か
ら
旬
の
素
材
を
取
り
寄
せ
る
な
ど
、
高
田
料
理

長
が
こ
だ
わ
る
季
節
を
追
求
し
た
日
本
料
理
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
下
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
皆
様
、
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。記

日
　
　
時

十
月
四
日
（
日
）

開
催
場
所

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
東
京
「
花
山
椒
」

港
区
東
新
橋
汐
留
メ
デ
ィ
ア
タ
ワ
ー

参
加
費

六
〇
〇
〇
円

募
集
定
員
　
三
〇
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
）

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
東
京
聖
栄
大
学
食
品
学
第
二
研
究
室
・
荒
木

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
案
内
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

電
話

〇
三
―
三
六
九
二
―
〇
二
一
一
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第
二
十
一
回

食
文
化
研
究
会
開
催
に
つ
い
て

第
二
十
回

食
文
化
研
究
会
開
催
さ
れ
る

食
文
化
研
究
会
も
第
二
十
回
を
迎
え
、

記
念
事
業
と
し
て
千
葉
県
佐
原
か
ら
佐
倉

を
め
ぐ
る
バ
ス
旅
行
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。佐

原
で
は
酒
造
工
場
見
学
を
行
い
、
日

本
酒
の
で
き
る
工
程
を
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
説
明
を
受
け
な
が
ら
見
学
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
時
期
、
佐
原
の
町
で
は
佐
原
祭

り
の
準
備
が
行
わ
れ
、
い
た
る
所
で
大
き

な
山
車
が
作
ら
れ
て
お
り
、
柳
の
美
し
い

川
沿
い
や
山
車
を
見
な
が
ら
佐
原
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昼
食
は
佐
倉
に
移
動
し
、「
カ
ス
テ
ッ

ロ
」
で
の
イ
タ
リ
ア
料
理
で
し
た
。
前
菜

は
数
々
の
料
理
が
小
さ
く
並
べ
ら
れ
あ
た

か
も
宝
石
箱
の
よ
う
で
、
一
品
ず
つ
説
明

を
受
け
な
が
ら
お
い
し
く
頂
き
ま
し
た
。

担
当
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
詳
し
い
説
明
を
受

け
な
が
ら
写
真
に
収
め
た
り
、
メ
モ
を
し

た
り
と
と
て
も
よ
い
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
川
村
記
念
美
術
館
で
名
画

や
美
し
い
庭
園
を
堪
能
し
、
最
後
は
シ
イ

タ
ケ
園
に
行
き
、
シ
イ
タ
ケ
の
栽
培
方
法

や
見
分
け
方
な
ど
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け

シ
イ
タ
ケ
狩
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
今
回

の
食
文
化
研
究
会
は
バ
ス
で
移
動
し
な
が

ら
の
楽
し
く
充
実
し
た
一
日
で
し
た
。

カステッロの前菜 酒造工場見学

川村記念美術館にて
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卒
業
し
て
三
十
五
年
た
ち
ま
す
。
な
ん

と
長
い
年
月
で
し
ょ
う
。
今
で
は
、
学
校

名
も
変
わ
り
大
学
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
ま
り
に
も
、
私
の
短
大
時
代
は
昔
の
こ

と
と
思
い
ま
し
た
。

会
長
の
荻
野
さ
ん
か
ら
、「
東
京
都
の

栄
養
教
諭
の
実
情
に
つ
い
て
」
を
書
い
て

ほ
し
い
と
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
短
大
時
代
に
栄
養
士
と
教
職
課

程
で
二
級
の
家
庭
科
の
教
員
免
許
を
取
得

し
ま
し
た
。
卒
業
と
同
時
に
都
立
学
校
の

栄
養
士
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
が
、
ま
さ

に
三
十
年
前
に
取
得
し
た
教
員
免
許
が
役

に
立
つ
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
栄
養

教
諭
の
制
度
が
出
来
て
、
東
京
都
の
認
定

研
修
を
う
け
て
平
成
十
七
年
に
栄
養
教
諭

の
資
格
を
取
り
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
六
月
に
「
食
育
基
本
法
」

の
制
定
。
多
く
の
栄
養
士
の
力
に
よ
っ
て

つ
い
に
「
給
食
を
生
き
た
教
材
」
に
す
る

こ
と
で
栄
養
教
諭
の
誕
生
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
平
成
十
八
年
に
は
「
食
育

推
進
基
本
計
画
」
が
決
定
し
、
平
成
二
十

一
年
度
に
は
五
十
四
年
ぶ
り
に
「
学
校
給

食
法
」
が
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
四
月
の
給
食
目
標
に
三
つ
増
え
て
、

そ
の
ひ
と
つ
に
は
児
童
・
生
徒
に
食
育
を

進
め
る
食
事
指
導
が
加
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
国
の
動
き
に
反
し
て
、
東

京
都
の
栄
養
教
諭
の
採
用
は
中
々
進
み
ま

せ
ん
。
東
京
都
は
二
十
年
度
に
学
校
栄
養

士
の
経
験
を
積
ん
で
、
か
つ
栄
養
教
諭
の

資
格
を
持
っ
て
い
る
学
校
栄
養
士
の
中
か

ら
五
名
を
栄
養
教
諭
と
し
て
採
用
し
ま
し

た
。
二
十
一
年
度
は
十
一
名
増
え
て
総
勢

十
六
名
の
栄
養
教
諭
と
な
り
ま
す
。
全
国

で
一
番
多
く
学
校
栄
養
士
が
働
い
て
い
る

東
京
都
が
、
栄
養
教
諭
の
配
置
に
つ
い
て

東
京
都
の
栄
養
教
諭
の
実
情

短
大
十
期

内
田
　
洋
子
（
旧
姓

菅
井
）

は
最
下
位
が
現
状
で
す
。
し
か
し
、
法
律

で
「
食
育
基
本
法
」
が
あ
っ
て
児
童
・
生

徒
に
食
育
を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、
こ

れ
か
ら
は
多
く
の
栄
養
教
諭
が
必
要
と
な

る
で
し
ょ
う
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
京
聖
栄
大

学
に
お
か
れ
ま
し
て
も
た
く
さ
ん
の
管
理

栄
養
士
や
栄
養
士
を
誕
生
さ
せ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
は
栄
養
教
諭
の
育
成
も

進
め
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る
ご
発
展
を

心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

私
は
、
卒
業
二
年
後
に
結
婚
を
し
て
、

主
人
と
二
人
で
小
さ
な
会
社
を
立
ち
上

げ
、
今
春
、
三
十
五
年
目
を
迎
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
千
葉
県
富
津
と
い
う
小

さ
な
漁
師
町
で
、
海
産
物
の
製
造
・
卸
業

を
営
ん
で
お
り
ま
す
。
特
に
地
元
の
産
物

で
あ
る
、
風
味
豊
か
な
千
葉
県
産
の
り
に

拘
り
、
そ
の
他
、
煮
干
や
珍
味
な
ど
扱
っ

て
お
り
ま
す
。

三
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
、
今
で
は
四

人
の
孫
が
い
ま
す
。「
子
は
宝
」
と
言
い

ま
す
が
、
ま
さ
し
く
そ
の
通
り
だ
と
思
い

ま
す
。
孫
た
ち
の
顔
を
見
て
い
る
と
、
辛

い
こ
と
な
ど
、
ど
こ
か
へ
飛
ん
で
行
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
大
切
な
家
族
の
為
、
学
校

卒
業
後
の
私

短
大
九
期

大
野
　
京
子
（
旧
姓

中
村
）

で
学
ん
だ
こ
と
は
、
健
康
の
基
本
で
あ
る

「
食
事
」
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
こ

と
で
活
か
せ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

昭
和
四
十
八
年
に
卒
業
し
て
、
何
十
年

ぶ
り
に
都
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ク
ラ
ス
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
懐
か
し
い

お
顔
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
感
動
し
ま
し

た
。お
一
人
お
一
人
の
近
況
報
告
の
中
で
、

母
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
栄
養
士

と
し
て
立
派
に
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方

が
多
い
こ
と
を
知
り
、
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
学
校
に
残
り
、
教
師
と
な
り
、

活
躍
さ
れ
て
い
る
荒
木
さ
ん
と
お
会
い
し

て
心
か
ら
尊
敬
致
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
会
の
後
、
学
園
祭
の
お
誘
い
を

受
け
、
卒
業
し
て
か
ら
初
め
て
母
校
を
訪

れ
ま
し
た
。
近
代
的
な
新
し
い
建
物
が
あ

り
、
男
子
学
生
の
姿
も
多
く
見
ら
れ
、
楽

し
そ
う
な
学
園
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

四
大
に
変
わ
っ
た
事
も
聞
き
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
地
元

の
中
学
生
や
高
校
生
は
毎
年
来
て
お
り
ま

す
が
、
大
学
生
の
受
け
入
れ
に
ふ
さ
わ
し

い
会
社
か
ど
う
か
迷
い
ま
し
た
が
、
社
会

勉
強
に
な
れ
ば
と
思
い
お
引
き
受
け
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
工
場
内
の
作
業
や

配
達
、
時
に
は
営
業
で
商
談
に
も
一
緒
に

行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
と
て
も
誠
実
で
爽

や
か
な
青
年
で
し
た
。
こ
の
様
な
形
で
、

母
校
に
少
し
で
も
貢
献
出
来
て
と
て
も
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

現
在
会
社
で
、
最
も
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
は
、
体
に
優
し
い
安
全
・
安
心
を
念

頭
に
置
い
て
の
商
品
作
り
で
す
。
海
苔
に

は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
類
・
ア
ミ
ノ
酸
・
タ
ン

パ
ク
質
・
鉄
分
・
フ
コ
イ
ダ
ン
等
、
た
く

さ
ん
の
栄
養
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の

で
、
海
苔
を
使
用
し
て
作
り
出
さ
れ
た
商

品
が
「
と
ろ
〜
り
の
り
醤
油
」「
の
り
ド
レ

ッ
シ
ン
グ
」「
の
り
ジ
ャ
ム
」「
の
り
あ
た

り
め
タ
ー
レ
」「
の
り
味
噌
茶
漬
け
」
で
あ

り
、
こ
れ
を
ま
と
め
て
「
海
苔
屋
の
夢
」

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

「
継
続
は
力
な
り
」
こ
れ
か
ら
も
夢
に

向
か
っ
て
、
努
力
、
邁
進
し
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

最
後
に
東
京
聖
栄
大
学
の
益
々
の
ご
発

展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

●平成21年度入試説明会日程 

第1回 

第2回 

16/13（土） 

16/27（土） 

●オープンキャンパス日程 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第５回 

17/18（土） 

17/25（土） 

18/11（土） 

18/28（金） 

18/29（土） 

お知らせ 

●受験相談会日程 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第５回 

19/15（土） 

19/19（土） 

10/13（土） 

10/10（土） 

11/28（土） 

※聖栄葛飾祭当日、受験相談コーナーを開設します 
※お問い合わせは電話03-3692-0238 
　入学相談室まで 

平
成
二
十
年
十
一
月
八
日
と
九
日
聖
栄
葛
飾
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
学
が
開
学
し
て
四
年
目
を
迎
え
、
す
べ

て
の
学
年
が
揃
っ
た
の
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

前
日
で
あ
る
七
日
に
は
前
夜
祭
が
行
わ
れ
、
東
京
農
業

大
学
小
泉
武
夫
教
授
の
「
食
育
特
別
講
演
会
」
が
あ
り
ま

し
た
。

当
日
に
お
い
て
は
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
食
育
イ
ベ
ン

ト
「
サ
ン
デ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
は
じ
め
、
初
め
て
開
催

さ
れ
た
「
高
校
生
お
い
し
い
ラ
ン
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」、
ク
ラ

ス
や
部
活
動
で
の
各
々
の
展
示
や
模
擬
店
な
ど
で
卒
業
生

や
地
域
の
方
々
も
大
学
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

聖
栄
会
で
は
今
年
も
お
茶
室
を
設
け
、
ま
た
恒
例
の

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
も
ち
つ
き
」
に
協
賛
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

聖
栄
葛
飾
祭
開
催
さ
れ
る
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食
品
学
科
イ
タ
リ
ア
研
修
旅
行
実
施
さ
れ
る

■
キ
ャ
ン
パ
ス
通
信
■

平
成
二
十
一
年
二
月
十
日
か
ら
九
日

間
、
第
三
回
海
外
研
修
旅
行
と
し
て
イ
タ

リ
ア
に
行
い
ま
し
た
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の

郊
外
に
あ
る
メ
デ
ィ
チ
家
の
別
荘
跡
の
ヴ

ィ
ラ
・
メ
デ
ィ
チ
・
ア
ル
テ
ミ
ー
ノ
を
研

修
先
と
し
て
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
の
伝
統
料

理
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
オ
ー
ナ
ー
か

ら
非
常
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
と
の

評
価
を
受
け
、
特
別
に
メ
デ
ィ
チ
家
の
厨

房
に
招
か
れ
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ

ン
チ
が
造
っ
た
釜
戸
の
前
で
修
了
証
書
を

頂
き
ま
し
た
。（
写
真
）
永
遠
の
都
ロ
ー

マ
で
は
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
ロ
ー
マ
に
載
る
有

名
店
で
ピ
ッ
ツ
ア
実
習
を
行
い
、
ロ
ー
マ

郊
外
で
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
モ（
農
場
体
験
）

を
行
い
、
イ
タ
リ
ア
農
家
の
様
子
を
体
験

し
て
き
ま
し
た
。

修了証書を手にしてミラノ大聖堂前にて メディチ家の厨房、ダ・ヴィンチの釜戸の前で

ピッツァの実習・トッピング ピッツァの実習・生地作り サンピエトロ大聖堂前にて

平成20年 5 月30日、前日はあいにくの雨でしたが、当日
は雨も止んで、無事に体育祭が行われました。学生達のア
イデアにより、「俺の背中を飛んでゆけ」や「聖栄バトルロ
ワイヤル」といった新種目がありました。
最後の種目である「クラス選抜リレー」は、毎年の事な

がら大いに盛り上がり、活気のあふれた体育祭となりまし
た。

クラス対抗　なわとび

体　育　祭 一年生の国内研修
●管理栄養学科・新入生セミナー
管理栄養学科新入生セミナー懇親会が、10月 5 日（日）13時から都立葛西臨海公
園で開催されました。当日、学生はクラスの枠を取り払い11班に分かれ、バーベキ
ューを通して楽しい時間が流れました。各班には、学長をはじめ管理栄養学科の先
生方と助手が加わり、先生方との懇親を深める時間ともなりました。「またやりた
いね」という声と共に、 3 時間の懇親会が瞬く間に過ぎていきました。

●食品学科・フィールド研修
8 月 5 ～ 7 日に長野県伊那市近郊で実施されました。内容は、寒天と味噌の２つ

の工場見学と、そば、五平餅、アイスクリームの 3 つの体験実習、それに映画「母
べえ」の撮影に使われた旧小学校校舎でのじゃがいも栽培の講義、と充実したもの
でした。ミーティングや花火などのイベントにおける学生相互の親睦はもちろん、
学生と教師間の交流が夏休み後の学生生活をより円滑にしたことはフィールド研修
の大きな成果といえるでしょう。

チームカラー　みどり色

熱戦　綱引き

第
一
回
卒
業
論
文
発
表
会

開
催
さ
れ
る

完
成
年
度
を
迎
え
、

第
一
回
の
卒
論
発
表
会

が
大
学
講
堂
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
所

属
研
究
室
ご
と
に
、
多

く
の
研
究
成
果
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

寒天工場見学 そば打ち体験




